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一　

は
じ
め
に

　

手
形
行
為
す
な
わ
ち
手
形
法
律
行
為
も
一
般
法
上
の
法
律
行
為
と
同
じ
く
、
手
形
上
の
法
的
効
果
（
手
形
責
任
）
が
帰
属
す
る
本
人
以

外
の
者
（
他
人
）
に
よ
っ
て
為
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
制
限
行
為
能
力
者
に
代
わ
っ
て
法
定
代
理
人
が
手
形
行
為
を
為
し

た
り
、
あ
る
い
は
多
量
の
手
形
行
為
を
為
す
必
要
の
あ
る
商
人
が
そ
の
商
業
使
用
人
に
行
な
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

（
１
）。

　

ま
た
、
手
形
行
為
を
為
す
に
あ
た
り
、
他
人
の
名
称
を
自
己
の
名
称
と
し
て
使
用
し
て
手
形
行
為
を
行
な
う
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

不
渡
り
処
分
を
受
け
て
銀
行
取
引
を
停
止
さ
れ
て
い
る
甲
が
、
他
人
の
乙
名
義
で
当
座
預
金
を
開
設
し
た
う
え
で
、
乙
名
義
の
手
形
を
振

出
す
場
合
で
あ
る

（
２
）。

　

さ
ら
に
、
信
用
力
の
あ
る
他
人
の
名
義
を
利
用
し
て
手
形
行
為
を
行
な
う
場
合
も
あ
る
。
手
形
行
為
者
が
そ
の
法
律
効
果
を
被
偽
造
者

で
あ
る
名
義
人
に
帰
属
さ
せ
る
意
思
で
手
形
行
為
を
行
う
偽
造
と
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
手
形
行
為
者
は
自
身
に
手
形
行
為
の

法
律
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
意
思
で
行
う
こ
と
か
ら
異
な
る
形
態
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
人
の
名
称
を
自
己
の
名
称
と
し
て
使
用
し
て
手
形
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行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
法
律
効
果
は
名
称
の
使
用
者
に
帰
属
す
る（

３
）。

こ
の
他
人
の
名
義
を
使
用
し
て
手
形
行
為
を
為
す
一
つ

の
場
合
と
し
て
、
手
形
行
為
者
が
手
形
上
に
そ
の
名
称
を
表
示
さ
れ
た
者
（
他
人
）
か
ら
そ
の
名
称
の
使
用
を
許
諾
さ
れ
て
い
た
場
合
が

問
題
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
名
板
貸
し
と
い
う
。

　

資
格
を
必
要
と
す
る
営
業
取
引
に
お
い
て
、
営
業
免
許
を
有
す
る
者
が
無
免
許
者
に
名
義
を
貸
す
た
め
に
も
用
い
ら
れ
る

（
４
）。

し
か
し
、

こ
の
場
合
に
は
営
業
免
許
の
潜
脱
と
な
る
た
め
、
営
業
免
許
を
受
け
た
者
が
名
板
貸
し
す
る
こ
と
を
明
文
で
禁
止
し
て
い
る
法
令
も
多
い

（
５
）。

さ
ら
に
、
他
人
の
名
義
を
使
用
し
て
電
子
記
録
に
お
け
る
債
権
・
債
務
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
も
同
様

に
、
名
板
貸
し
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
を
念
頭
に
お
い
て
手
形
行
為
と
名
板
貸
し
の
問
題
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

二　

名
板
貸
人
の
責
任
成
立
要
件
と
効
果
（
商
一
四
条
・
五
三
七
条
、
会
九
条
）

　

他
人
が
自
己
の
商
号
を
営
業
又
は
事
業
取
引
上
使
用
す
る
こ
と
の
合
意
は
、
名
板
貸
契
約
あ
る
い
は
看
板
貸
契
約
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　

名
板
貸
し
は
、
営
業
主
ま
た
は
事
業
主
（
以
下
営
業
主
等
と
略
称
す
る
）
が
名
義
人
の
信
用
や
名
声
を
利
用
し
て
自
己
の
営
業
ま
た
は
事

業
（
以
下
営
業
等
と
略
称
す
る
）
を
有
利
に
営
ん
だ
り
、
資
格
や
営
業
免
許
を
有
す
る
者
が
そ
の
資
格
等
を
必
要
と
す
る
者
に
名
義
を
貸
し

て
そ
の
資
格
等
を
利
用
さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
営
業
主
等
の
取
引
の
相
手
方
は
、
名
義
人
が
営
業
等
の
主
体
だ
と
誤
認
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
商
法
一
四
条
・

五
三
七
条
、
会
社
法
九
条
（
以
下
商
法
一
四
条
等
と
略
称
す
る
）
は
、
外
観
的
事
実
を
信
頼
し
た
善
意
の
取
引
相
手
方
を
保
護
す
る
趣
旨
か
ら
、
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名
義
の
使
用
を
許
諾
し
た
商
人
の
責
任
に
つ
い
て
定
め
た
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
外
観
的
事
実
に
信
頼
を
お
い
て
迅
速
に
取
引
き
が
行
わ

れ
、
あ
る
い
は
名
義
貸
与
者
に
連
帯
責
任
を
負
わ
せ
て
善
意
の
取
引
相
手
方
を
保
護
し
、
間
接
的
に
は
商
号
真
実
性
の
要
求
の
実
現
を
図
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

民
法
上
の
表
現
代
理
の
規
定
（
民
一
〇
九
条
以
下
）
と
立
法
目
的
を
同
じ
く
す
る
が
、
名
板
貸
し
の
関
係
は
、
個
別
的
に
代
理
関
係
を
規

整
す
る
表
見
代
理
の
規
定
で
は
企
業
取
引
の
分
野
を
必
ず
し
も
十
分
に
カ
バ
ー
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
昭
和
一
三
年
の
商
法
改
正
（
昭

和
一
三
法
七
二
）
で
、
表
見
支
配
人
・
表
見
代
表
取
締
役
な
ど
の
規
定
と
共
に
旧
商
法
二
三
条
で
新
設
さ
れ
、
現
在
の
商
法
一
四
条
等
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
商
法
一
四
条
等
の
規
定
に
よ
る
名
義
人
の
責
任
は
取
引
の
当
事
者
で
あ
る
営
業
主
等
の
責
任
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
が
、

両
者
を
連
帯
責
任
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
意
の
相
手
方
の
保
護
を
よ
り
厚
く
保
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
商
法
一
四
条
等
の
規
定
を
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
（estoppel by representation

）
を
基
に
解
釈
す
る
学
説
も
少
な
く
な
い
。
エ
ス
ト
ッ

ペ
ル
（
以
下
禁
反
言
と
い
う
）
と
は
、
自
己
の
表
示
に
よ
り
相
手
方
に
あ
る
事
実
を
信
ぜ
し
め
た
と
き
は
、
以
後
表
示
者
は
そ
れ
を
信
じ
た

相
手
方
に
対
し
、
表
示
に
反
す
る
主
張
を
許
さ
な
い
と
す
る
法
理
で
あ
る
。
外
観
主
義
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
法
理
で
あ
る
の

に
対
し
、
禁
反
言
は
お
も
に
英
米
の
判
例
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
法
理
で
あ
る
。
禁
反
言
に
は
、
記
録
（
判
決
）
に
よ
る
禁
反
言
、
表
示

に
よ
る
禁
反
言
お
よ
び
法
廷
外
の
行
為
に
よ
る
禁
反
言
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今
日
最
も
重
要
な
の
は
表
示
に
よ
る
禁
反
言
で
、
外
観
主
義

と
対
比
さ
れ
る
の
も
こ
の
意
味
で
の
禁
反
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
英
米
法
上
の
立
法
精
神
、
立
法
目
的
が
日
本
の
法
制
度
に
導
入
さ
れ
た

の
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る

（
６
）。

商
法
一
四
条
等
は
先
述
の
よ
う
に
、
昭
和
一
三
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
や
は
り
商
法
の
母
法
で
あ
る
ド
イ
ツ
法
上
の
法
理
で
あ
る
外
観
主
義
（Rechtsshein theorie

）
に
依
拠
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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外
観
主
義
と
禁
反
言
は
共
に
、
①
企
業
取
引
き
上
の
意
義
を
有
す
る
外
観
な
い
し
表
示
が
存
在
す
る
こ
と
、
②
外
観
ま
た
は
表
示
の
成

立
に
つ
き
本
人
に
帰
責
事
由
が
あ
る
こ
と
、
③
外
観
ま
た
は
表
示
を
取
引
き
の
相
手
方
が
信
頼
し
た
こ
と
、
の
三
要
件
を
必
要
す
る
点
で

共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
外
観
主
義
は
、
ま
ず
一
定
の
外
形
的
事
実
に
注
目
し
こ
の
外
形
に
対
す
る
第
三
者
の
信
頼
と
い
う
も
の
を
重
視

す
る
。
こ
れ
に
対
し
禁
反
言
は
、
取
引
き
上
の
相
手
方
に
対
し
て
な
し
た
表
示
と
矛
盾
す
る
主
張
を
許
さ
な
い
と
い
う
形
で
第
三
者
の
信

頼
を
保
護
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
観
主
義
の
方
が
そ
の
適
用
範
囲
が
広
く
、
ま
た
禁
反
言
に
は
倫
理
的
色
彩
が
み
う
け
ら
れ
る

（
７
）。

　

ま
た
、
手
形
・
小
切
手
、
株
券
等
の
有
価
証
券
の
善
意
取
得
制
度
（
商
五
一
九
条
、
会
社
一
三
一
条
二
項
、
二
五
八
条
二
項
、
六
八
九
条
二
項
、

手
一
六
条
、
小
二
一
条
、
な
お
電
子
債
権
一
九
条
、
二
〇
条
）
は
、
証
券
喪
失
者
の
帰
責
と
は
無
関
係
に
、
証
券
の
占
有
な
い
し
裏
書
き
の
連

続
と
い
う
外
観
を
信
頼
し
た
第
三
者
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
善
意
取
得
制
度
は
、
外
観
主
義
を
実
定
法
的
に
徹
底

化
し
た
規
定
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑴　

真
実
と
異
な
る
概
観
の
存
在

　

名
板
貸
人
の
責
任
が
発
生
す
る
に
は
、
先
ず
、
他
人
が
名
板
貸
人
の
商
号
を
使
用
し
て
営
業
ま
た
は
事
業
を
す
る
こ
と
、
が
必
要
で
あ

る
。
改
正
前
商
法
二
三
条
で
は
、
商
号
の
ほ
か
、
氏
・
氏
名
の
使
用
を
許
諾
し
た
者
も
名
板
貸
人
の
責
任
を
負
う
も
の
と
し
て
い
た
か
ら
、

名
板
貸
人
は
、
商
人
で
あ
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
商
人
で
は
な
い
個
人
の
氏
・
氏
名
や
法
人
の
名
称
を
使
用
す
る
場
合
で
も

そ
れ
ら
の
者
が
商
行
為
を
業
と
し
て
い
る
と
誤
認
す
る
事
例
も
含
み
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
官
庁
や
公
共
企
業
体
の
名
称
、
財

団
法
人
や
中
間
法
人
の
名
称
に
つ
い
て
も
名
板
貸
し
が
成
立
し
得
た
。

　

し
か
し
、
現
行
法
は
商
号
の
使
用
許
諾
に
限
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
誤
認
は
許
さ
れ
ず
、
商
法
一
四
条
等
の
類
推
適
用
も
困
難
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と
な
る
や
も
し
れ
な
い

（
８
）。

そ
し
て
、
商
法
一
四
条
等
の
類
推
適
用
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
の
善
意
の
第
三
者
の
保
護
は
、

民
法
一
〇
九
条
か
七
一
五
条
に
よ
っ
て
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
９
）。

　

ま
た
、「
商
号
」
は
、
名
板
貸
人
の
商
号
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
必
要
は
な
く
、
若
干
の
語
を
付
加
し
た
り
、
簡
略
化
し
て
使
用
す
る

場
合
も
含
ま
れ
る
。
判
例
は
、
土
木
建
築
請
負
業
の
免
許
を
受
け
会
社
の
設
立
準
備
に
当
た
っ
て
い
た
株
式
会
社
山
本
組
が
、
そ
の
許
可

を
受
け
て
い
な
い
他
人
が
土
木
建
築
請
負
営
業
を
行
う
に
つ
い
て
「
山
本
組
京
都
出
張
所
」
と
い
う
名
称
の
使
用
を
許
し
た
と
き
は
、
そ

の
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
弁
済
の
責
任
を
負
う
と
し
た
（
京
都
地
判
昭
和
二
五
年
六
月
二
一
日
下
民
集
一
巻
六
号
九
五
八
頁
）。

　

ま
た
、
株
式
会
社
小
林
百
貨
店
が
、
自
己
の
店
頭
で
「
小
林
百
貨
店
書
籍
部
」
と
い
う
商
号
で
書
籍
の
販
売
を
す
る
こ
と
を
他
人
に
許

諾
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
本
条
（
旧
商
法
二
三
条
）
に
、
い
わ
ゆ
る
自
己
の
商
号
に
は
当
該
営
業
に
固
有
の
商
号
の
み
で
な
く
、
そ
の
商

号
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
営
業
の
範
囲
内
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
よ
う
な
商
号
も
含
ま
れ
る
と
解
し
た
（
東
京
地
判
昭

和
二
七
年
三
月
一
〇
日
下
民
集
三
巻
三
号
三
三
五
頁
）。

　

名
板
貸
人
は
商
人
と
し
て
営
業
等
を
営
ん
で
い
る
か
ら
、
名
板
借
人
の
営
業
等
も
同
種
の
場
合
が
多
く
、
ま
た
そ
の
場
合
に
誤
認
が
生

じ
や
す
い
。
こ
の
問
題
に
つ
き
判
例
は
、
甲
が
「
現
金
屋
」
な
る
商
号
で
電
気
器
具
商
を
経
営
し
て
い
た
が
後
に
こ
れ
を
廃
業
し
た
と
こ

ろ
、
甲
の
従
業
員
乙
が
甲
か
ら
「
現
金
屋
」
な
る
商
号
の
使
用
の
許
諾
を
え
て
甲
の
営
業
所
と
同
じ
場
所
で
「
現
金
屋
」
な
る
商
号
で
食

料
品
店
を
経
営
し
た
。
乙
の
債
権
者
丙
が
甲
に
対
し
て
商
法
二
三
条
に
よ
り
名
板
貸
人
の
責
任
を
追
及
し
た
事
案
に
お
い
て
「
現
に
一
定

の
商
号
を
も
っ
て
営
業
を
営
ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
、
従
来
一
定
の
商
号
を
も
っ
て
営
業
を
営
ん
で
い
た
者
が
、
そ
の
商
号
を
使
用
し
て

営
業
を
営
む
こ
と
を
他
人
に
許
諾
し
た
場
合
に
右
の
責
任
（
商
法
二
三
条
の
責
任
）
を
負
う
の
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
商
号
使

用
の
許
諾
を
受
け
た
者
の
営
業
が
そ
の
許
諾
し
た
者
の
営
業
と
同
種
の
営
業
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
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⑵　

名
義
使
用
の
許
諾

　

商
法
一
四
条
・
五
三
七
条
、
会
社
法
九
条
に
よ
っ
て
相
手
方
が
保
護
さ
れ
る
た
め
に
は
名
義
人
が
名
義
の
使
用
を
許
諾
し
た
と
い
う
事

実
、
す
な
わ
ち
名
板
貸
人
の
帰
属
事
由
と
し
て
、
相
手
方
に
よ
る
誤
認
の
可
能
性
の
あ
る
外
観
を
作
出
し
た
こ
と
が
要
件
と
な
る
。
商
号

使
用
の
許
諾
は
、
明
示
の
も
の
は
勿
論
、
黙
示
の
も
の
で
も
よ
い
。
た
だ
し
他
人
が
自
己
の
商
号
を
使
用
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
放
置
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
単
に
黙
示
の
使
用
許
諾
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
黙
示
の
許
諾
と
判

断
す
る
た
め
に
は
商
号
使
用
の
放
置
、
不
阻
止
の
み
な
ら
ず
付
加
的
事
情
も
考
慮
し
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
。
営
業
主
が
自
己
の
事
務

所
や
土
地
建
物
の
一
部
を
使
用
さ
せ
、
営
業
主
の
商
号
や
看
板
も
用
い
て
営
業
主
と
同
種
の
営
業
を
な
す
こ
と
を
許
し
た
り
し
た
場
合
な

ど
に
お
い
て
、
黙
示
の
使
用
許
諾
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
最
判
昭
和
三
三
年
二
月
二
一
日
民
集
一
二
巻
二
号
二
八
二
頁
）。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、

最
高
裁
平
成
七
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
（
民
集
四
九
巻
九
号
二
九
七
二
頁
）
は
、
上
告
人
Ｔ
が
、
株
式
会
社
忠
実
屋
（
承
継
前
の
被
上
告
人
、

以
下
「
忠
実
屋
」
と
い
う
。）
の
経
営
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
忠
実
屋
小
田
急
相
模
原
店
（
以
下
「
本
件
店
舗
」
と
い
う
。）
の
屋
上
に
お

い
て
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
す
る
被
上
告
補
助
参
加
人
か
ら
、
手
乗
り
イ
ン
コ
二
羽
を
購
入
し
て
飼
育
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
右
イ
ン
コ

が
オ
ウ
ム
病
ク
ラ
ミ
ジ
ア
を
保
有
し
て
い
た
た
め
、
上
告
人
Ｔ
ら
家
族
が
オ
ウ
ム
病
性
肺
炎
に
か
か
り
、
上
告
人
Ｔ
の
妻
で
あ
り
、
そ
の

余
の
上
告
人
ら
の
母
で
あ
る
Ａ
が
死
亡
し
た
と
し
て
、
上
告
人
ら
が
忠
実
屋
の
承
継
人
で
あ
る
被
上
告
人
に
対
し
、
商
法
二
三
条
、
民
法

四
一
五
条
等
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
一
般
の
買
物
客
が
テ
ナ
ン
ト
店
の
営
業
主
体
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
る
と
誤
認
す
る
の
も
や
む
を
得
な
い
よ
う
な
外
観
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
外
観
を
作
出
し
又
は
そ
の
作
出
に
関
与
し
た
ス
ー
パ
ー
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マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
旧
商
法
二
三
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
買
物
客
と
テ
ナ
ン
ト
店
と
の
取
引
に
関
し
名
板
貸
人
と
同
様
の
責
任
を
負
う
と

判
示
し
て
い
る
。

　

名
板
貸
し
は
、
自
己
の
商
号
を
使
用
し
て
「
営
業
又
は
事
業
」
を
な
す
事
を
他
人
に
許
諾
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
営
業
等
を
な
す
た

め
の
使
用
と
厳
格
に
解
す
れ
ば
、
名
板
貸
人
は
商
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
外
観
信
頼
の
保
護
を

目
的
と
す
る
商
法
一
四
条
等
の
立
法
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
名
板
貸
人
が
商
人
で
あ
る
場
合
に
限
定
す
る
根
拠
は
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
名
板

貸
人
が
商
人
で
な
い
場
合
に
も
類
推
適
用
が
認
め
ら
れ
る
と
解
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
東
京
地
方
裁
判
所
の
職
員
が
「
東

京
地
方
裁
判
所
厚
生
部
」
と
い
う
名
称
で
買
い
入
れ
た
繊
維
製
品
の
代
金
三
七
四
万
円
あ
ま
り
の
支
払
に
関
し
、
東
京
地
方
裁
判
所
の
責

任
が
問
わ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
こ
の
厚
生
部
と
い
う
の
は
、
同
裁
判
所
の
職
員
の
福
利
厚
生
を
は
か
る
た
め
生
活
必
需
品
の
購
入
配
分

等
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
厚
生
係
の
部
屋
を
使
用
し
、
同
係
に
勤
務
す
る
裁
判
所
職
員
が
事
務
を
担
当

し
て
お
り
、
用
紙
な
ど
も
裁
判
所
の
用
紙
を
使
っ
て
い
た
。
一
審
（
東
京
地
裁
）、
二
審
（
東
京
高
裁
）
と
も
東
京
地
方
裁
判
所
の
責
任
を

否
定
し
た
。
し
か
し
最
高
裁
（
最
判
昭
和
三
五
・
一
〇
・
三
一
民
集
一
四
巻
一
二
号
二
六
六
一
頁
）
は
、
東
京
地
方
裁
判
所
厚
生
部
と
い
う
の
は

東
京
地
方
裁
判
所
の
一
部
局
と
し
て
の
表
示
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
し
た
う
え
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
差

戻
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
お
よ
そ
、
一
般
に
、
他
人
に
自
己
の
名
称
、
商
号
等
の
使
用
を
許
し
、
も
し
く
は
そ
の
者
が
自
己
の
た
め
に
取

引
す
る
権
限
あ
る
旨
を
表
示
し
、
も
っ
て
そ
の
他
人
の
す
る
取
引
が
自
己
の
取
引
な
る
か
の
如
く
見
え
る
外
形
を
作
り
出
し
た
者
は
、
こ

の
外
形
を
信
頼
し
て
取
引
し
た
第
三
者
に
対
し
、
自
ら
責
に
任
ず
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
民
法
一
〇
九
条
、
商
法
二
三
条
等
の

法
理
に
照
ら
し
、
こ
れ
を
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
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⑶　

相
手
方
の
誤
認

　

名
板
貸
人
の
責
任
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
相
手
方
が
名
板
貸
人
を
営
業
主
体
な
い
し
取
引
主
体
と
誤
認
し
て
名
板
借
人
と
取
引
を
し
た

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
手
方
に
誤
認
の
な
か
っ
た
場
合
に
は
名
板
貸
人
の
責
任
が
生
じ
な
い
事
は
明
白
で
あ
る
が
、
商

法
一
四
条
・
五
三
七
条
、
会
社
法
九
条
は
特
に
過
失
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
善
意
の
相
手
方
が
ど
こ
ま
で
保
護
さ
れ
る
か
に
つ

い
て
は
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。
①
民
法
一
〇
九
条
の
表
見
代
理
と
同
じ
く
解
し
て
相
手
方
に
軽
過
失
が
あ
れ
ば
名
板
貸
人
は
責
任
を
免

れ
る
と
す
る
善
意
無
過
失
保
護
説（

（1
（

、
②
外
観
作
出
責
任
に
重
点
を
置
い
て
相
手
方
は
善
意
で
あ
れ
ば
重
過
失
が
あ
っ
て
も
保
護
さ
れ
る
と

す
る
善
意
重
過
失
保
護
説
が
あ
る（

（1
（

。
③
し
か
し
、
通
説
は
、
相
手
方
の
信
頼
は
保
護
に
値
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
重
大
な

過
失
は
悪
意
と
同
様
に
取
り
扱
い
、
悪
意
お
よ
び
保
護
に
値
し
な
い
よ
う
な
重
大
な
過
失
の
あ
る
第
三
者
は
保
護
さ
れ
ず
、
反
面
名
板
貸

人
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
善
意
軽
過
失
保
護
説
に
立
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

ま
た
、
最
高
裁
（
最
判
昭
和
四
一
・
一
・
二
七
民
集
二
〇
巻
一
号
一
一
一
頁
）
も
、「
商
法
二
三
条
の
名
義
貸
与
者
の
責
任
は
、
そ
の
者
を
営

業
者
な
り
と
誤
認
し
て
取
引
を
な
し
た
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
誤
認
が
取
引
を
な
し
た
者
の
過
失
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
名
義
貸
与
者
は
責
任
を
免
れ
得
な
い
も
の
と
い
う
べ
く
、
た
だ
重
大
な
過
失
は
悪
意
と
同
様
に
取
り
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、

誤
認
し
て
取
引
を
な
し
た
者
に
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
き
は
、
名
義
貸
与
者
は
そ
の
責
任
を
免
れ
る
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
」
と

判
示
し
、
第
三
説
に
よ
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
相
手
方
の
悪
意
・
重
過
失
の
立
証
責
任
は
、
名
板
貸
人
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
判
例
は（

（1
（

、
相
手
方
の
誤

認
に
つ
い
て
の
重
大
な
過
失
は
、
本
条
（
旧
商
法
二
三
条
）
の
定
め
る
責
任
を
免
れ
よ
う
と
す
る
者
に
お
い
て
、
立
証
責
任
を
負
う
べ
き

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
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⑷　

名
板
貸
人
と
の
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務

　

名
板
貸
人
は
、
許
諾
し
た
営
業
・
事
業
の
範
囲
内
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
「
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
」
に
つ
い
て
、
名
板
借
人
と

共
に
商
法
一
四
条
等
の
責
任
を
負
う
。
そ
し
て
、「
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
」
に
は
、
取
引
に
よ
っ
て
直
接
生
じ
た
債
務
は
勿
論
の

こ
と
、
名
板
借
人
の
債
務
不
履
行
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
や
、
売
買
契
約
の
解
除
に
よ
る
手
附
金
返
還
債
務
な
ど
の
原
状
回
復
義
務
も
含

ま
れ
る
。

　

島
商
事
株
式
会
社
事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
昭
和
三
〇
年
九
月
九
日
（
民
集
九
巻
一
〇
号
一
二
四
七
頁
）
も
、「
上
告
人
（
控
訴
会
社
）
は
、

岡
芳
郎
が
上
告
会
社
の
商
号
を
使
用
し
て
、
被
上
告
人
（
被
控
訴
人
）
と
判
示
売
買
契
約
を
締
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
阻
止

せ
ず
、
む
し
ろ
、
暗
黙
に
右
商
号
の
使
用
を
許
諾
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
原
決
の
確
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
売
買

契
約
は
、
そ
の
後
岡
芳
郎
の
不
履
行
の
結
果
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
り
解
せ
ら
れ
、
岡
芳
郎
は
本
件
手
附
金
一
〇
万
円
を
被
上
告
人
に
返

還
す
る
こ
と
を
約
し
た
こ
と
は
、
ま
た
、
原
判
決
の
確
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

然
ら
ば
、
右
売
買
に
つ
き
自
己
の
商
号
の
使
用
を
許
諾
し
た
以
上
、
右
手
附
金
返
還
債
務
は
、
商
法
二
三
条
に
い
わ
ゆ
る
「
其
ノ
取
引

（
売
買
）
ニ
因
リ
テ
生
ジ
タ
ル
債
務
」
に
該
る
も
の
と
し
て
、
上
告
人
に
お
い
て
、
右
手
附
金
返
還
債
務
に
つ
い
て
も
岡
芳
郎
と
連
帯
し

て
こ
れ
が
弁
済
の
責
を
負
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
論
じ
て
い
る
。

　

反
面
、
名
板
借
人
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
債
務
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
商
法
一
四
条
等
は
適
用
さ
れ
な
い
。
ま
し
て
、
自

動
車
事
故
の
よ
う
な
純
然
た
る
事
実
行
為
と
し
て
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
被
害
者
の
損
害
と
営
業
主
体
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う

外
観
の
信
頼
と
い
う
契
機
が
な
い
か
ら
、
商
法
一
四
条
等
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
。
こ
の
争
点
に
関
す
る
事
案
に

つ
い
て
最
高
裁
判
所
は（

（1
（

、
本
条
に
い
う
「
其
ノ
取
引
ニ
因
リ
テ
生
ジ
タ
ル
債
務
」
と
は
、
第
三
者
に
お
い
て
外
観
を
信
じ
て
取
引
関
係
に



一
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入
っ
た
た
め
、
名
義
貸
与
を
受
け
た
者
が
そ
の
取
引
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
債
務
を
指
称
し
、
名
義
貸
与
を
受

け
た
者
が
交
通
事
故
そ
の
他
の
事
実
行
為
た
る
不
法
行
為
に
起
因
し
て
負
担
す
る
に
至
っ
た
損
害
賠
償
債
務
が
当
た
ら
な
い
の
は
も
と
よ

り
、
そ
の
債
務
に
つ
い
て
、
名
義
貸
与
を
受
け
た
者
と
被
害
者
と
の
間
で
、
単
に
そ
の
支
払
金
額
と
支
払
方
法
を
定
め
る
に
過
ぎ
な
い
示

談
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
に
、
右
契
約
に
基
づ
い
て
支
払
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
損
害
賠
償
債
務
も
、
右
の
債
務
に
当
た
ら
な
い
と
判

示
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
取
引
の
外
形
を
有
す
る
不
法
行
為
、
例
え
ば
名
板
借
人
の
詐
欺
的
取
引
に
よ
り
発
生
し
た
損
害
賠
償
債
務
に
つ
い
て
は
、

名
板
貸
人
が
営
業
主
体
・
事
業
主
体
で
あ
る
と
い
う
外
観
を
信
頼
し
た
こ
と
に
基
づ
く
取
引
で
あ
る
以
上
、
そ
の
損
害
と
外
観
信
頼
と
の

因
果
関
係
が
あ
り
、
商
法
一
四
条
等
の
取
引
に
含
ま
れ
る（

（1
（

。

三
、
手
形
行
為
と
名
板
貸
し

　

⑴　

問
題
の
所
在

　

他
人
の
称
号
を
自
己
の
商
号
と
し
て
用
い
て
手
形
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
の
被
商
号
使
用
者
は
、
自
ら
手
形
行
為
を
行
っ
た
者
で
は
な

い
の
で
、
な
ん
ら
の
責
任
を
負
わ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
商
号
使
用
者
が
そ
の
商
号
の
使
用
を
手
形
行
為
者
に
許
諾
し
て

い
る
場
合
に
は
、
被
商
号
使
用
者
（
商
号
貸
与
者
）
も
手
形
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
は
自

己
の
商
号
を
使
用
し
て
営
業
ま
た
は
事
業
を
行
う
こ
と
を
許
諾
し
た
こ
と
を
前
提
に
そ
の
営
業
ま
た
は
事
業
活
動
の
一
環
と
し
て
手
形
行

為
に
商
号
使
用
許
諾
者
の
商
号
が
用
い
ら
れ
た
場
合
と
、
当
該
手
形
行
為
に
つ
い
て
の
み
に
商
号
の
使
用
が
許
諾
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
借

用
者
が
商
号
使
用
許
諾
者
名
義
で
手
形
行
為
を
し
た
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
は
、
い
わ
ゆ
る
名
板
貸
し
と
し
て
商
法
一
四
条
等
の
適
用
の
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一
九

有
無
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
後
者
は
名
板
貸
し
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
商
法
一
四
条
等
は
「
営
業
ま
た
は
事
業
を
行
う
こ
と
を
他
人

に
許
諾
し
た
」
こ
と
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
商
号
貸
与
者
の
責
任
原
因
が
「
自
己
の
商
号
を
使
用
す
る
こ
と
」
を
許

諾
し
た
こ
と
に
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
手
形
行
為
に
つ
い
て
自
己
の
商
号
の
使
用
許
諾
を
し
た
場
合
に
は
商
法
一
四
条

等
の
規
定
の
類
推
適
用
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　

営
業
ま
た
は
事
業
の
た
め
の
名
板
貸
し
を
し
た
者
の
手
形
責
任

　

他
人
の
商
号
を
使
用
し
て
営
業
ま
た
は
事
業
を
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
者
が
そ
の
営
業
活
動
・
事
業
活
動
の
一
環
と
し
て
商
号
使
用
者

が
使
用
許
諾
者
の
商
号
を
使
用
し
て
手
形
行
為
を
な
し
た
場
合
に
は
、
商
法
一
四
条
・
五
三
七
条
あ
る
い
は
会
社
法
九
条
が
適
用
さ
れ
る

と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る（

（1
（

。
な
ぜ
な
ら
、
商
人
が
営
業
ま
た
は
事
業
を
す
る
以
上
、
そ
の
取
引
に
関
連
し
て
手
形
取
引
を
行
う
こ
と
は

営
業
上
の
行
為
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
許
諾
者
は
、
自
己
の
商
号
で
手
形
行
為
を
す
る
こ
と
も
許

諾
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
名
板
借
人
が
名
板
貸
人
の
意
思
に
基
づ
か
な
い
で
名
板
貸
人
名
義
で
振
出
し
た
約
束
手
形
に
つ
き
、
名
板

貸
人
は
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
支
払
の
責
任
を
負
う
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
最
高
裁
昭
和
四
二
年
二
月
九
日
（
判
例
時
報
四
八
三
号
六
〇
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
〇
六
号
九
三
頁
、
金
融
法
務
四
七
二

号
三
六
頁
）
は
、「
商
法
二
三
条
は
名
板
借
人
と
取
引
行
為
を
し
た
第
三
者
が
名
板
貸
人
を
営
業
主
と
誤
認
し
た
場
合
に
お
い
て
、
右
第
三

者
を
し
て
右
名
板
貸
人
に
対
し
右
取
引
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
を
え
せ
し
め
、
右
第
三
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
規

定
で
あ
る
か
ら
、
右
認
定
の
ご
と
く
上
告
人
が
訴
外
大
成
武
代
の
行
為
に
つ
い
て
商
法
二
三
条
の
責
任
を
負
う
べ
き
以
上
、
上
告
人
は
、

同
訴
外
人
が
上
告
人
の
意
思
に
も
と
づ
か
ず
し
て
上
告
人
名
義
を
も
っ
て
振
り
出
し
た
本
件
手
形
に
つ
き
善
意
の
第
三
者
で
あ
る
被
上
告



二
〇

人
に
対
し
そ
の
支
払
の
責
に
任
ず
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
営
業
ま
た
は
事
業
の
許
諾
は
あ
っ
た
が
、
実
際
は
被
許
諾
者
が
そ
の
名
称
を
使
用
し
て
営
業
ま
た
は
事
業
は
行
わ
ず
に
、
手

形
行
為
の
み
に
そ
の
名
称
を
利
用
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
名
称
で
振
出
し
た
手
形
に
つ
き
商
法
一
四
条
等
の
類
推
適
用
に
よ
り
責
任
を
負

う
と
解
す
る
の
が
判
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
の
名
称
を
使
用
し
て
営
業
を
な
す
こ
と
を
許
諾
し
た
者
は
、
許
諾
を
受
け
た
者
が
代

表
取
締
役
で
あ
る
株
式
会
社
の
、
右
の
名
称
使
用
を
許
諾
し
た
営
業
の
範
囲
内
と
認
め
ら
れ
る
営
業
の
た
め
に
許
諾
者
の
名
義
で
振
出
さ

れ
た
手
形
に
つ
き
、
許
諾
を
受
け
た
者
が
右
の
名
称
を
使
用
し
て
営
業
を
営
む
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
本
条
の
類
推
適
用
に
よ
り

手
形
金
の
支
払
義
務
を
負
う
の
で
あ
る（

（1
（

。
な
お
、
名
板
貸
人
の
責
任
は
、
外
観
理
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
相
手
方
が
悪
意
の
場

合
に
は
責
任
を
負
わ
な
い
。
た
と
え
ば
、
自
己
名
義
で
当
座
預
金
口
座
を
開
設
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
自
己
名
義
の
手
形
、
小
切
手
を
振

出
す
こ
と
を
他
人
に
許
諾
し
た
者
に
も
、
本
条
の
準
用
な
い
し
禁
反
言
の
法
理
の
適
用
が
あ
る
と
し
て
も
、
真
実
の
振
出
人
が
小
切
手
等

に
表
示
さ
れ
た
者
で
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
第
三
者
に
対
し
て
ま
で
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い（

（2
（

。

　

⑶　

手
形
取
引
の
た
め
に
自
己
の
商
号
の
使
用
を
許
諾
し
た
者
の
責
任

　

商
号
の
貸
与
が
営
業
ま
た
は
事
業
を
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
銀
行
と
の
当
座
預
金
取
引
お
よ
び
手
形
行
為
に
限
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
に
、

商
法
一
四
条
等
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
商
法
一
四
条
等
の
商
号
貸
与
は
営
業
ま
た
は
事
業
の
た
め
に
許
諾
す
る
場
合
で
あ
り
、
個
別
的
な
行
為
の
た
め
の
商
号
の
使

用
許
諾
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑴
適
用
否
定
説　
　

こ
の
説
は
、
商
法
一
四
条
等
は
表
見
的
営
業
主
・
事
業
主
の
責
任
に
関
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、
実
質
的
営
業
主
・
事



手
形
行
為
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名
板
貸
し
（
丹
羽
）

二
一

業
主
で
あ
る
名
板
借
人
の
責
任
を
当
然
の
前
提
と
し
て
、
外
観
信
頼
の
保
護
、
取
引
安
全
の
見
地
か
ら
商
号
貸
与
者
の
連
帯
責
任
を
法
定

し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
手
形
行
為
は
絶
対
的
商
行
為
と
さ
れ
て
い
る
が
（
商
五
〇
一
条
四
号
）、
そ
の
営
業
性
は
前
提
と
な

ら
ず
、
手
形
行
為
自
体
か
ら
は
そ
の
行
為
者
が
営
業
主
・
事
業
主
で
あ
る
と
い
う
外
観
は
必
ず
し
も
生
じ
な
い
か
ら
、「
営
業
主
・
事
業
主
」

の
外
観
信
頼
を
保
護
す
る
商
法
一
四
条
等
の
適
用
の
基
礎
を
欠
く
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
板
貸
し
の
責
任
は
営
業
・
事
業
を
な
す
こ

と
に
つ
い
て
の
名
義
使
用
許
諾
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
手
形
行
為
に
つ
い
て
の
み
名
義
の
使
用
許
諾
を
し

て
い
る
場
合
は
、
民
法
の
表
見
代
理
な
い
し
表
見
法
理
一
般
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　

例
え
ば
、
島
十
四
郎
「
手
形
行
為
に
つ
い
て
の
名
義
使
用
許
諾
と
商
法
二
三
条
」（
手
形
小
切
手
判
例
百
選
〈
第
三
版
〉
四
五
頁
）
は
、「
商

法
二
三
条
は
、
い
わ
ゆ
る
名
板
貸
の
責
任
を
定
め
た
規
定
で
あ
り
、
そ
の
理
論
的
根
拠
は
、
名
板
貸
人
が
自
己
の
名
称
を
使
用
し
て
営
業

を
な
す
こ
と
を
許
諾
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
営
業
主
で
あ
る
名
板
借
人
の
営
業
に
つ
い
て
、
名
板
貸
人
自
身
が
そ
の
営
業
主
で
あ
る

と
の
外
観
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
き
、
そ
の
外
観
を
信
頼
し
て
取
引
し
た
第
三
者
を
保
護
す
る
た
め
に
名
板
貸
行
為
を
帰
責
事
由

と
し
て
名
板
貸
人
に
責
任
を
負
担
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
商
法
二
三
条
は
表
見
的
営
業
主
の
責
任
に
関
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、

実
質
的
営
業
主
た
る
名
板
借
人
の
責
任
を
当
然
の
前
提
と
し
、
外
観
信
頼
の
保
護
、
取
引
の
安
全
の
見
地
か
ら
、
名
義
貸
与
者
の
連
帯
責

任
を
法
定
し
た
も
の
で
あ
る
（
米
沢
・
民
商
五
五
巻
一
号
五
六
頁
以
下
）。
名
板
貸
の
責
任
は
、
名
義
使
用
許
諾
の
場
合
の
う
ち
、
営
業
を
な

す
こ
と
つ
い
て
の
名
義
使
用
許
諾
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
の
名
義
を
使
用
し
て
単
に
手
形
行
為
を
す
る

こ
と
を
許
諾
す
る
場
合
は
、
手
形
行
為
は
絶
対
的
商
行
為
と
さ
れ
て
い
る
が
（
商
法
五
〇
一
条
）
そ
の
営
業
性
は
前
提
と
な
ら
ず
、
手
形

行
為
自
体
か
ら
は
そ
の
行
為
者
が
営
業
主
で
あ
る
と
い
う
外
観
は
生
じ
な
い
か
ら
、
表
見
的
営
業
主
の
責
任
に
関
す
る
商
法
二
三
条
の
範

囲
外
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
種
の
事
案
は
、
商
法
二
三
条
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
民
法
の
表
見
代
理
な
い
し
表



二
二

見
法
理
一
般
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
く
、
ま
た
解
決
し
う
る
場
合
が
多
い
と
の
見
解
に
賛
成
し
た
い
（
鴻
・
後
掲
一
九
四
頁
。
菅
原
・
判
評
一

三
六
号
（
判
時
五
九
〇
号
）
三
三
頁
、
中
馬
・
ジ
ュ
リ
五
五
四
号
一
一
二
頁
も
同
旨
）。
す
な
わ
ち
、
名
義
使
用
許
諾
に
署
名
代
行
さ
せ
る
趣
旨
が

含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
機
関
に
よ
る
手
形
行
為
の
問
題
と
な
り
、
ま
た
自
己
の
氏
名
を
行
為
者
が
そ
の
別
名
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
許

諾
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
（
こ
れ
が
大
部
分
で
あ
ろ
う
）
は
、
外
観
を
信
頼
し
た
第
三
者
の
保
護
を
は
か
る
た
め
表
見
法
理
、
外
観
理
論
の

問
題
と
し
て
解
決
さ
る
べ
き
も
の
と
な
る
。
そ
こ
に
は
責
任
の
連
帯
性
を
認
め
る
基
礎
は
な
い
」
と
、
説
い
て
い
る（

（2
（

。

　

ま
た
、
東
京
地
裁
昭
和
四
五
年
一
〇
月
六
日
判
決
（
判
例
時
報
六
一
三
号
八
七
頁
）
は
、
被
告
井
上
参
男
は
、
昭
和
四
三
年
二
月
頃
、
実

弟
た
る
訴
外
井
上
衍
よ
り
、
訴
外
株
式
会
社
協
和
銀
行
蒲
田
支
店
に
当
座
預
金
口
座
を
設
定
し
同
被
告
名
義
で
約
束
手
形
を
振
出
さ
せ
て

ほ
し
い
旨
の
請
願
を
受
け
た
と
こ
ろ
か
ら
、
同
年
三
月
一
日
右
訴
外
井
上
衍
を
代
理
人
と
し
て
右
協
和
銀
行
蒲
田
支
店
と
当
座
預
金
契
約

を
締
結
し
（
右
訴
外
銀
行
と
の
間
に
お
い
て
当
座
預
金
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
は
、
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。）、
右
訴
外
人
に
、
同
銀
行
よ
り
交

付
を
受
け
た
手
形
帳
を
保
管
せ
し
め
て
同
被
告
名
義
の
右
当
座
預
金
口
座
で
約
束
手
形
を
振
出
す
こ
と
を
許
諾
し
た
こ
と
、
か
く
し
て
本

件
手
形
二
通
は
、
右
訴
外
人
に
よ
り
、
被
告
井
上
参
男
の
当
座
預
金
口
座
を
利
用
し
て
同
被
告
名
義
を
も
っ
て
振
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
に
認
定
し
た
ご
と
く
、
被
告
井
上
参
男
は
、
訴
外
井
上
衍
に
対
し
右
当
座
預
金
口
座
の
名
義
を
貸
与

し
自
己
の
名
義
で
手
形
取
引
を
な
す
こ
と
を
許
諾
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
し
か
る
以
上
、
同
被
告
は
、
右
訴
外
人
が
右
当
座
預
金
口

座
を
利
用
し
て
同
被
告
の
名
義
で
振
出
し
た
本
件
手
形
に
つ
き
手
形
上
の
債
務
を
負
担
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
。
け
だ
し
、

右
の
ご
と
き
当
座
預
金
口
座
の
名
義
貸
与
者
は
、
禁
反
言
の
原
則
に
根
底
を
お
く
民
法
一
〇
九
条
の
規
定
の
趣
旨
を
類
推
し
て
、
右
預
金

口
座
の
名
義
借
用
者
の
な
し
た
手
形
取
引
に
つ
き
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
と
認
め
る
の
が
、
名
義
貸
与
者
が
与
っ
て
作
出
し
た
取
引
の
外

観
に
信
頼
を
置
い
た
第
三
者
（
本
件
に
お
い
て
は
原
告
）
の
保
護
を
は
か
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
説
き
、
適
用
否
定
説
（
民
法



手
形
行
為
と
名
板
貸
し
（
丹
羽
）

二
三

一
〇
九
条
説
）
に
立
脚
し
て
い
る
。

⑵
適
用
肯
定
説　
　

こ
の
説
は
、
商
法
一
四
条
等
は
外
観
責
任
な
い
し
表
見
責
任
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
取
引
の
安
全
を
保
護
す

る
た
め
に
、
同
条
等
を
法
文
ど
お
り
厳
格
に
解
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
社
会
的
要
求
に
合
致
す
る
よ
う
拡
張
解
釈
す
る
の
が
立

法
趣
旨
に
合
致
す
る
。
そ
し
て
、
名
義
貸
人
と
名
義
借
人
と
の
間
の
権
限
の
限
定
が
取
引
相
手
方
と
の
関
係
で
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な

い
の
だ
か
ら
、
単
に
手
形
行
為
に
つ
い
て
の
み
名
板
貸
し
が
行
わ
れ
た
と
き
に
も
そ
の
直
接
の
適
用
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
解
す
る
の

で
あ
る（

（2
（

。
あ
る
い
は
、
個
々
の
手
形
行
為
に
つ
い
て
の
名
義
貸
与
の
場
合
に
は
、
直
接
に
商
法
一
四
条
等
は
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

そ
の
規
定
の
趣
旨
の
類
推
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
広
義
の
機
関
に
よ
る
自
己
自
身
の
手
形
行
為
と
し
て
、
名
義
貸
与
者
に
手
形
上
の
責
任

を
負
担
さ
せ
る
と
の
考
え
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
説
で
は
、
原
因
関
係
上
の
債
務
に
つ
い
て
両
者
（
名
義
借
主
と
名
義
貸
与
者
）

が
連
帯
責
任
を
負
う
べ
き
は
当
然
で
あ
る
と
す
る（

（2
（

。

⑶
判
例
の
変
遷　
　

従
前
、
判
例
は
単
に
銀
行
と
の
当
座
勘
定
取
引
な
い
し
手
形
行
為
の
た
め
に
の
み
自
己
の
名
義
の
使
用
を
許
し
た
者

に
対
し
、
商
法
二
三
条
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
名
義
貸
人
に
手
形
上
の
責
任
を
認
め
て
き
た
（
①
名
古
屋
高
判
昭
三
二
・
一
二
・
一
四
高
民
集

一
〇
巻
一
二
号
六
九
九
頁
、
②
東
京
地
判
昭
三
七
・
九
・
一
〇
判
時
三
一
三
号
七
頁
、
③
東
京
高
判
昭
三
八
・
三
・
七
東
高
民
報
一
四
巻
三
号
四
九
頁
、

④
東
京
地
判
昭
四
一
・
四
・
六
判
タ
一
九
三
号
一
五
七
頁（

（2
（

）。
し
か
し
、
最
高
裁
判
所
昭
和
四
二
年
六
月
六
日
（
判
例
時
報
四
八
七
号
五
六
頁
）
は
、

「
商
法
二
三
条
に
い
う
営
業
と
は
、
事
業
を
営
む
こ
と
を
い
い
、
単
に
手
形
行
為
を
す
る
こ
と
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
、

前
記
確
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
前
記
許
諾
は
訴
外
会
社
の
営
業
で
あ
る
繊
維
製
品
販
売
業
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
条
は
、
他
人
の
氏
名
商
号
等
を
用
い
て
営
業
を
し
た
者
（
営
業
主
）
が
第
三
者
と
の
取
引
に
お
い
て
債
務
を
負

担
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
氏
名
、
商
号
等
の
使
用
を
許
諾
し
た
者
に
対
し
て
も
、
営
業
主
の
右
債
務
に
つ
き
連
帯
責
任
を
負
担
さ
せ



二
四

る
こ
と
を
定
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
手
形
行
為
の
本
質
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
あ
る
者
が
氏
名
、
商
号
等
の
使
用
を
許
諾
し
た
者

の
名
義
で
手
形
上
に
記
名
押
印
し
て
も
、
そ
の
者
自
身
と
し
て
の
手
形
行
為
が
成
立
す
る
余
地
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
者
は
手
形
上

の
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
名
義
人
が
そ
の
者
と
連
帯
し
て
手
形
上
の
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
も
あ
り
え
な
い
か
ら
、
こ
の

点
か
ら
み
て
も
、
手
形
行
為
上
自
己
の
氏
名
商
号
等
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
諾
し
た
に
す
ぎ
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
同
条
は
適
用
さ
れ
な

い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
へ
の
旧
商
法
二
三
条
へ
の
適
用
を
否
定
し
た
。

　

そ
し
て
、
破
棄
差
戻
し
後
の
大
阪
高
等
裁
判
所
昭
和
四
三
年
三
月
二
九
日
（
金
融
法
務
事
情
五
一
二
号
四
六
頁
）
は
、
裁
判
所
法
四
条
の

上
級
審
の
裁
判
の
拘
束
力
に
よ
り
、「
単
な
る
手
形
行
為
の
み
に
つ
い
て
の
名
義
の
使
用
許
諾
ご
と
き
は
、
上
告
審
判
決
が
判
示
し
て
い

る
よ
う
に
商
法
二
三
条
の
規
制
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
商
法
二
三
条
に
よ
っ
て
控
訴
人
に
毛
帰
任
が
あ
る
と

な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
し
て
、
そ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

　

さ
ら
に
続
い
て
、
東
京
高
等
裁
判
所
昭
和
四
八
年
一
〇
月
三
日
（
金
融
法
務
事
情
七
三
〇
号
三
七
頁
）
は
、
当
座
勘
定
取
引
と
手
形
行
為

に
自
己
の
氏
名
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
諾
し
た
者
に
対
す
る
手
形
金
の
請
求
に
関
す
る
事
案
に
つ
き
、
商
法
二
三
条
に
い
う
営
業
に
は
、

単
に
手
形
行
為
を
す
る
こ
と
は
含
ま
れ
な
い
と
解
す
べ
く
、
当
座
勘
定
取
引
と
手
形
行
為
に
自
己
の
氏
名
、
商
号
等
を
使
用
す
る
こ
と
を

許
諾
し
た
に
過
ぎ
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
同
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
右
最
高
裁
判
決
の
説
く
理
由
付
け
の
う
ち
、
と
く
に
商
法
二
三
条
は
名
義
借
人
の
責
任
を
前
提
と
し
て
名
義
貸
人
に
連
帯
責

任
を
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
名
義
貸
人
の
名
義
で
手
形
行
為
を
な
し
て
も
名
義
借
人
自
身
の
手
形
行
為
が
成
立
す
る
余
地
が
な
い
の
だ

か
ら
商
法
二
三
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
説
示
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
他
人
名
義
の
使
用
者
は
そ
の
他
人
名
義
を
自
己
の
名
義
と
し
て
使
用

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
に
手
形
上
の
責
任
を
負
う
な
ど
と
の
学
説
の
批
判
は
多
い（

（2
（

。
こ
の
た
め
、
右
の
最
判
昭
和
四
二
年
六



手
形
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丹
羽
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二
五

月
六
日
後
の
下
級
審
に
お
い
て
、
手
形
行
為
を
含
む
銀
行
と
の
当
座
勘
定
取
引
の
み
に
つ
い
て
自
己
の
名
義
を
使
用
す
る
こ
と
を
他
人
に

許
諾
し
た
者
に
商
法
二
三
条
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
を
認
め
た
判
決
が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
高
判
昭
和
四
四
年
一

〇
月
二
八
日
（
下
民
集
二
〇
巻
九
＝
一
〇
号
七
七
三
頁
、
判
例
時
報
五
九
三
号
八
九
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
四
〇
号
一
五
一
頁
、
金
融
法
務
五
六
六
号

二
四
頁
）
は
、
自
己
の
氏
名
を
用
い
て
銀
行
取
引
を
す
る
こ
と
を
他
人
に
黙
許
し
た
者
は
、
そ
の
者
を
右
銀
行
取
引
の
当
事
者
と
誤
信
し

て
右
銀
行
取
引
の
一
つ
と
し
て
振
出
さ
れ
た
手
形
上
の
権
利
を
取
得
し
た
者
に
対
し
、
手
形
上
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説

き
、
東
京
高
判
昭
和
四
四
年
一
二
月
二
五
日
（
下
民
集
二
〇
巻
一
一
＝
一
二
号
九
五
四
頁
、
判
例
時
報
五
八
〇
号
七
九
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
四
六

号
三
一
八
頁
、
金
融
法
務
五
七
〇
号
二
六
頁
、
東
高
民
時
報
二
〇
巻
一
二
号
二
八
六
頁
）
は
、
自
己
の
当
座
預
金
口
座
を
利
用
し
て
手
形
を
振
出

す
こ
と
を
許
諾
し
た
者
は
、
商
法
二
三
条
を
文
字
通
り
解
す
る
限
り
、
そ
の
適
用
は
な
い
が
、
同
条
は
そ
の
根
源
を
禁
反
言
の
法
理
に
発

し
、
そ
の
趣
旨
は
自
己
名
義
の
貸
与
が
直
接
に
営
業
に
関
し
な
い
場
合
に
も
拡
大
類
推
さ
れ
る
べ
き
可
能
性
を
含
む
か
ら
、
か
か
る
名
義

貸
与
人
に
類
推
す
べ
く
、
仮
に
そ
れ
が
不
可
と
し
て
も
、
ひ
と
し
く
禁
反
言
の
法
理
に
淵
源
す
る
民
法
一
〇
九
条
の
趣
旨
を
推
し
、
あ
る

い
は
直
接
右
法
理
を
援
用
し
て
、
そ
の
責
任
を
認
め
る
べ
く
、
名
義
貸
与
人
の
責
任
を
否
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
、
札
幌
地
判

昭
和
四
五
年
一
一
月
一
八
日
（
判
例
時
報
六
一
九
号
八
八
頁
）
は
、
他
人
に
自
己
の
氏
名
を
用
い
て
手
形
行
為
を
す
る
こ
と
を
許
諾
し
た
者
は
、

そ
の
借
用
者
が
振
出
し
た
約
束
手
形
に
つ
き
、
商
法
二
三
条
に
よ
り
、
右
手
形
の
取
得
者
に
対
し
て
は
そ
の
取
得
者
の
悪
意
ま
た
は
重
過

失
を
立
証
し
な
い
限
り
、
借
用
者
と
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
と
続
き
、
さ
ら
に
、
福
岡
高
判
昭
和
四
六
年
六
月
二
三
日
（
判
例
時
報
六
四

七
号
八
一
頁
）
は
、
自
己
の
氏
名
を
使
用
し
て
手
形
行
為
を
す
る
こ
と
を
他
人
に
許
諾
し
た
者
は
、
そ
の
他
人
が
振
出
し
た
約
束
手
形
に

つ
き
、
名
義
貸
与
者
が
手
形
行
為
者
で
あ
る
と
信
頼
し
た
善
意
の
手
形
取
得
者
に
対
し
て
は
、
商
法
二
三
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
責
任
を

負
う
と
し
て
、
い
ず
れ
も
旧
商
法
二
三
条
の
類
推
適
用
を
認
め
た
の
で
あ
る
。



二
六

四　

お
わ
り
に
（
私
見
）

　

商
法
一
四
条
等
の
適
用
否
定
説
、
適
用
肯
定
（
類
推
適
用
を
含
む
）
説
、
お
よ
び
判
例
の
変
遷
を
概
観
し
て
き
た
が
、
判
断
の
基
準
は
、

名
義
（
商
号
）
貸
与
者
の
保
護
と
外
観
信
頼
者
の
保
護
の
い
ず
れ
に
重
点
を
置
く
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

思
う
に
、

①　

営
業
も
し
く
は
事
業
を
な
す
こ
と
を
他
人
に
許
諾
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
外
観
者
（
第
三
者
）
に
は
判
り
難
い
こ
と
。

②　

手
形
行
為
は
商
法
五
〇
一
条
四
号
に
よ
り
絶
対
的
商
行
為
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
広
義
の
意
味
の
営
業
・
事
業
に
含
む
と
解
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
商
法
一
四
条
等
は
「
商
号
を
使
用
し
て
営
業
ま
た
は
事
業
を
行
う
こ
と
」
に
対
す
る
信
頼
保
護
規
定
と
し
て
で

は
な
く
、
そ
の
表
見
的
事
実
の
作
成
に
つ
き
原
因
を
与
え
た
者
に
対
し
責
任
を
認
め
て
、
取
引
相
手
方
の
「
商
号
」
に
対
す
る
信
頼
を
保

護
す
る
規
定
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る（

（2
（

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
手
形
行
為
と
い
う
個
別
的
行
為
に
つ
い
て
自
己
の
商
号
の
使
用
を
許
諾
し

た
商
人
も
表
見
的
事
実
の
作
成
に
に
つ
き
原
因
を
与
え
た
者
で
あ
る
か
ら
、
商
法
一
四
条
・
五
三
七
条
、
ま
た
は
会
社
法
九
条
の
類
推
適

用
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
名
義
貸
与
者
と
名
義
借
人
と
の
責
任
関
係
は
商
法
一
四
条
等
に
よ
る
と
連
帯
責
任
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
連
帯
責
任
で
は
、
一
人
に
対
す
る
請
求
は
他
の
債
務
者
に
対
し
て
も
当
然
効
力
を
生
じ
（
民
四
三
四
条
・
請
求
の
絶
対

的
効
力
）
時
効
中
断
の
効
力
も
生
じ
て
し
ま
う
（
民
一
四
七
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
手
形
上
の
債
務
者
が
複
数
人
い
る
場
合
の
責
任
関

係
と
し
て
「
合
同
責
任
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
請
求
の
効
力
は
常
に
個
別
的
で
、
時
効
中
断
の
効
力
も
生
じ
な
い
（
手
七
一
条（

（2
（

）。
責
任
の
範
囲
に



手
形
行
為
と
名
板
貸
し
（
丹
羽
）

二
七

つ
い
て
も
、
手
形
債
務
者
相
互
間
に
は
負
担
部
分
は
な
く
、
最
終
的
に
は
振
出
人
が
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
１
）　

他
人
に
よ
る
手
形
行
為
に
は
本
人
の
名
称
に
加
え
て
他
人
の
名
称
が
手
形
面
上
に
表
示
さ
れ
る
「
手
形
行
為
の
代
理
」
と
、
本
人
に
代
わ
っ
て

手
形
行
為
を
す
る
他
人
の
名
称
が
手
形
面
上
に
表
示
さ
れ
な
い
「
手
形
行
為
の
代
行
」
と
い
う
二
つ
の
形
態
が
あ
る
。
こ
の
区
分
は
、
実
質
的
な
手

形
行
為
の
決
定
者
の
有
無
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
手
形
行
為
が
証
券
的
行
為
（
書
面
行
為
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
手
形
面
上
に
表
示
さ
れ
た
形
式

に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
拙
著
『
手
形
・
小
切
手
法
概
論
』
第
三
版
（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
九
一
頁
）。

（
２
）　

最
高
裁
昭
和
四
三
年
一
二
月
一
二
日
判
決
（
民
集
二
二
巻
一
三
号
二
九
六
頁
、
判
例
時
報
五
四
五
号
七
六
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
三
二
号
一
一

一
頁
、
金
融
法
務
五
三
五
号
二
九
頁
）
は
、「
手
形
行
為
者
を
代
表
取
締
役
と
す
る
会
社
が
手
形
取
引
停
止
処
分
を
受
け
た
の
で
、
右
行
為
者
は
銀

行
に
実
兄
名
義
の
当
座
取
引
口
座
を
設
け
、
そ
の
後
半
年
間
に
多
数
回
に
渡
り
実
兄
名
義
で
手
形
を
振
出
し
て
お
り
、
実
兄
が
経
済
的
な
信
用
や
実

績
の
あ
る
者
で
は
な
い
と
い
う
事
情
の
下
に
お
い
て
は
、
手
形
行
為
者
は
、
自
己
を
表
示
す
る
名
称
と
し
て
実
兄
名
義
を
使
用
し
た
も
の
と
認
め
ら

れ
、
そ
の
名
義
を
用
い
た
手
形
署
名
は
行
為
者
自
身
の
署
名
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
右
手
形
の
振
出
人
と
し
て
責
任
を
負
う
」
と
判
示
し
て
い
る
。

（
３
）　

京
都
地
裁
昭
和
五
六
年
一
二
月
二
三
日
判
決
（
判
例
時
報
一
〇
四
八
号
一
五
二
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
七
〇
号
一
五
三
頁
）
は
、「
本
件
手
形

の
振
出
人
欄
に
『
株
式
会
社
マ
ス
コ
ッ
ト
商
会
代
表
取
締
役
福
江
成
男
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
前
記
の
と
お
り
被
告
会
社
は
多
数
回
に

亘
っ
て
振
出
人
マ
ス
コ
ッ
ト
商
会
名
義
の
手
形
を
振
出
し
被
告
会
社
の
資
金
で
決
済
し
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
会
社
は
株
式
会
社
マ
ス
コ
ッ

ト
商
会
を
自
己
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
使
用
し
た
も
の
と
認
め
る
べ
く
、
以
上
の
事
実
に
よ
る
と
、
被
告
会
社
は
本
件
手
形
に
つ
き
振
出
人
と
し

て
の
責
任
が
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

（
４
）　

名
板
貸
し
と
い
う
言
葉
は
、
免
許
を
要
す
る
取
引
所
の
仲
買
人
が
免
許
業
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
名
板
」
を
仲
買
人
で
な
い
他
人
に
貸
し
て

仲
買
営
業
を
さ
せ
る
こ
と
を
名
板
貸
し
と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
（
落
合
誠
一
・
大
塚
龍
児
・
山
下
友
信
「
商
法
Ⅰ
・
総
則
・
商
行
為
」
第
三
版

補
訂
版
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
六
一
頁
。

（
５
）　

金
融
商
品
取
引
法
六
六
条
の
九
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
事
業
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
一
一
条
、
質
屋
営
業
法
六
条
、
古
物
営
業
法
九



二
八

条
、
道
路
運
送
法
三
三
条
等
。
な
お
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
八
条
に
も
、
名
板
貸
し
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い

る
。

（
６
）　

金
子
宏
・
新
堂
幸
司
・
平
井
宣
雄
編
集
代
表
法
律
学
小
事
典
第
四
版
補
正
版
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
六
一
頁
「
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
」、
三
二

一
頁
「
権
利
外
観
理
論
」
参
照
。

（
７
）　

大
塚
英
明
・
川
島
い
づ
み
・
中
東
正
文
「
商
法
総
則
・
商
行
為
法
」
第
二
版
有
斐
閣
ア
ル
マ
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
一
四
一
頁
。

（
８
）　

弥
永
真
生
「
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
商
法
総
則
・
商
行
為
法
」
第
二
版
補
訂
版
（
有
斐
閣
、
平
成
二
六
年
）
四
一
頁
の
注
（
７
）
は
、「
取
引
に

お
い
て
外
観
を
信
頼
し
た
者
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
名
板
貸
主
の
商
号
で
あ
っ
た
名
称
を
用
い
て
名
板
借
人
が
営
業
・
事
業
を
行
う
直
前
ま

で
名
板
貸
主
が
商
人
で
あ
っ
た
場
合
（
最
判
昭
和
四
三
・
六
・
一
三
〈
一
六
事
件
〉［
八
五
］
参
照
）
や
名
板
貸
主
の
氏
や
氏
名
・
通
称
の
使
用
を

許
諾
し
た
場
合
（
五
三
七
、
会
社
六
一
三
参
照
）
に
も
、
商
法
一
四
条
・
会
社
法
九
条
は
類
推
適
用
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

（
９
）　

大
塚
・
川
島
・
中
東
前
掲
注
（
７
）
一
四
七
頁
。

（
10
）　

最
判
四
三
年
六
月
一
三
日
判
決
民
集
二
二
巻
六
号
一
一
七
一
頁
。

な
お
、
本
判
決
で
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
し
て
、
結
論
的
に
は
名
板
貸
人
の
責
任
を
認
め
た
。

（
11
）　

最
判
昭
和
三
四
年
六
月
一
一
日
民
集
一
三
巻
六
号
六
九
二
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
三
七
年
四
月
六
日
下
民
集
一
三
巻
四
号
六
五
三
頁
、
広
島
高
松

江
支
判
昭
和
三
九
年
七
月
二
九
日
高
民
集
一
七
巻
五
号
三
三
一
頁
、
最
判
昭
和
四
二
年
二
月
九
日
判
時
四
八
三
号
六
〇
頁
参
照
。

（
12
）　

石
井
照
久
「
名
板
貸
人
の
責
任
」
商
法
演
習
Ⅱ
（
有
斐
閣
、
昭
和
三
五
年
）
一
八
頁
、
米
沢
明
「
名
板
貸
（
三
）」
民
商
五
五
巻
六
号
八
〇
頁
。

（
13
）　

末
川
博
「
表
見
営
業
主
の
責
任
」
民
商
九
巻
三
号
一
七
七
頁
、
古
瀬
村
邦
夫
「
商
号
」（
経
営
法
律
学
全
集
七
）
三
九
八
頁
。

（
14
）　

大
隅
健
一
郎
「
商
法
総
則
」（
有
斐
閣
・
法
律
学
全
集
、
昭
和
三
二
年
）
一
九
〇
頁
。
松
岡
誠
之
助
「
商
法
二
三
条
に
よ
る
名
板
貸
人
の
責
任

と
名
板
貸
人
を
営
業
主
と
誤
認
す
る
に
つ
い
て
の
重
大
な
過
失
」
法
協
八
三
巻
一
一
＝
一
二
号
一
五
〇
頁
、
菱
田
政
宏
「
名
板
貸
人
を
営
業
主
と
誤

認
す
る
に
つ
い
て
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
相
手
方
に
対
す
る
商
法
二
三
条
の
名
板
貸
人
の
責
任
の
有
無
」
民
商
五
五
巻
二
号
一
六
九
頁
以
下
。

（
15
）　

最
判
昭
和
四
三
年
六
月
一
三
日
（
民
集
二
二
巻
六
号
一
一
七
一
頁
、
判
例
時
報
五
二
一
号
八
〇
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
二
四
号
一
四
七
頁
、
金



手
形
行
為
と
名
板
貸
し
（
丹
羽
）

二
九

融
法
務
五
一
八
号
二
四
頁
）。

（
16
）　

最
高
裁
昭
和
五
二
年
一
二
月
二
三
日
（
民
集
三
一
巻
七
号
一
五
七
〇
頁
、
裁
判
所
時
報
七
三
二
号
二
頁
、
判
例
時
報
八
七
六
号
一
一
六
頁
、
判

例
タ
イ
ム
ズ
三
五
九
号
二
〇
八
頁
、
金
融
法
務
八
四
九
号
三
四
頁
、
金
融
商
事
五
四
二
号
一
二
頁
）。

（
17
）　

最
高
裁
昭
和
五
八
年
一
月
二
五
日
（
判
例
時
報
一
〇
七
二
号
一
四
四
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
九
二
号
五
七
頁
、
金
融
法
務
一
〇
三
〇
号
四
五
頁
、

金
融
商
事
六
六
九
号
三
頁
）。

（
18
）　

江
頭
憲
治
郎 
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
五
五
号
一
二
二
頁
。

（
19
）　

最
高
裁
昭
和
五
五
年
七
月
一
五
日
（
判
例
時
報
九
八
二
号
一
四
四
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
二
五
号
七
四
頁
、
金
融
法
務
九
四
三
号
四
〇
頁
、
金

融
商
事
六
〇
六
号
九
頁
）。

（
20
）　

東
京
高
裁
昭
和
四
五
年
三
月
二
七
日
（
金
融
法
務
五
八
一
号
二
八
頁
）。

（
21
）　

同
旨
・
鴻
常
夫
「
手
形
行
為
に
つ
い
て
の
名
義
使
用
許
諾
と
商
法
二
三
条
」
昭
和
四
一
・
四
二
年
度
重
要
判
例
解
説
一
九
四
頁
、
菅
原
菊
志
判

例
評
論
一
三
六
号
（
判
例
時
報
五
九
〇
号
）
三
三
頁
。

（
22
）　

田
中
誠
二
『
手
形
・
小
切
手
法
詳
論
上
巻
』（
勁
草
書
房
、
昭
和
四
三
年
）
一
八
二
頁
は
、「
な
る
ほ
ど
商
法
第
二
三
条
は
、
そ
の
法
文
上
は
営

業
の
た
め
に
名
板
貸
を
し
た
場
合
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
同
条
は
、
外
観
を
信
頼
し
た
取
引
相
手
方
保
護

の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
事
実
と
異
な
る
外
観
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
責
任
あ
る
者
に
対
し
て
外
観
ど
お
り
の
責
任
を
負
わ
せ
る
趣
旨
で
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
禁
反
言
原
則
の
一
表
現
と
も
考
え
ら
れ
る
（
拙
著
・
新
版
商
法
総
論
再
全
訂
版
一
八
八
頁
）。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
同
情
の
立
法
理

由
を
生
か
し
、
取
引
の
安
全
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
同
条
は
、
法
文
ど
お
り
に
厳
格
に
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
社
会
的
要
求
に
合
す

る
よ
う
に
、
拡
張
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
営
業
に
つ
い
て
名
板
貸
が
行
わ
れ
、
そ
の
名
称
を
使
用
し
て
手
形
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合

に
限
ら
ず
、
単
に
手
形
行
為
だ
け
に
つ
い
て
、
名
板
貸
が
な
さ
れ
た
場
合
に
も
そ
の
適
用
を
認
め
る
の
が
正
当
で
あ
る
。
手
形
を
取
得
し
て
所
持
人

と
な
る
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
手
形
行
為
の
名
義
人
が
、
営
業
に
つ
き
名
板
貸
を
し
た
か
、
単
に
手
形
行
為
に
つ
い
て
の
み
名
板
貸
を
し
た
か
に
よ
っ

て
区
別
的
取
り
扱
い
を
受
け
る
理
由
は
、
全
く
な
く
、
手
形
の
流
通
性
強
化
と
い
う
手
形
法
解
釈
の
理
念
か
ら
も
、
商
法
第
二
三
条
の
拡
張
解
釈
に

よ
る
適
用
は
強
く
要
請
さ
れ
る
。」
と
そ
の
解
釈
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。



三
〇

（
23
）　

米
沢
明
「
名
板
貸
（
二
）」
民
商
法
雑
誌
五
五
巻
一
号
（
昭
和
四
一
年
）
七
二
頁
以
下
。

（
24
）　

高
松
高
裁
昭
和
三
九
年
一
月
三
一
日
（
高
民
集
一
七
巻
一
号
三
〇
頁
、
判
例
時
報
三
七
五
号
七
四
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
六
二
号
一
一
四
頁
）

は
、
自
己
の
名
義
を
用
い
て
手
形
を
振
出
す
こ
と
を
許
諾
し
た
者
が
、
自
己
名
義
の
他
人
振
出
手
形
に
つ
き
責
に
任
ず
る
の
は
、
直
接
の
手
形
行
為

の
相
手
方
が
、
自
己
の
振
出
と
過
失
な
く
信
じ
た
と
き
に
限
ら
れ
る
と
判
示
し
、
商
法
二
三
条
、
民
法
一
〇
九
条
を
併
列
的
に
類
推
す
る
立
場
で
あ

る
が
、
結
論
的
に
は
所
持
人
の
悪
意
を
認
定
し
て
、
請
求
を
棄
却
し
た
。

（
25
）　

井
上
健
一
「
手
形
行
為
に
つ
い
て
の
名
義
使
用
許
諾
と
商
法
二
三
条
」
手
形
小
切
手
判
例
百
選
（
第
六
版
）
二
六
頁
、
米
沢
明
「
手
形
行
為
と

商
法
二
三
条
」
判
例
評
論
一
一
八
号
三
八
頁
、
鈴
木
竹
雄
「
手
形
行
為
と
商
法
二
三
条
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
四
七
号
一
三
九
頁
、
山
崎
悠
基
「
手
形
行

為
と
名
板
貸
」
銀
行
取
引
判
例
百
選
（
新
版
）
二
三
頁
、
江
頭
憲
治
郎
「
名
板
貸
人
名
義
の
偽
造
手
形
に
つ
い
て
商
法
二
三
条
の
適
用
が
認
め
ら
れ

た
事
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
五
五
号
一
二
二
頁
、
島
十
四
郎
「
手
形
行
為
に
つ
い
て
の
名
義
使
用
許
諾
と
商
法
二
三
条
」
手
形
小
切
手
判
例
百
選
（
第

四
版
）
三
二
頁
、
前
田
庸
『
手
形
法
・
小
切
手
法
』
法
律
学
体
系
（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）
一
一
六
頁
。

（
26
）　

井
上
健
一
前
掲
注
（
25
）
二
七
頁
、
同
旨
、
米
沢
明
「
名
板
貸
（
二
）」
民
商
法
雑
誌
五
五
巻
一
号
七
二
頁
、
後
藤
紀
一
『
要
論
手
形
小
切
手

法
』（
改
訂
第
２
版
）（
信
山
社
、
平
成
五
年
）
一
六
四
頁
。

（
27
）　

同
旨
、
大
隅
健
一
郎
・
河
本
一
郎
『
注
釈
手
形
法
・
小
切
手
法
』（
有
斐
閣
、
昭
和
五
二
年
）
一
一
一
頁
。
後
藤
紀
一
前
掲
注
（
26
）
六
四
頁
。

（
28
）　

大
阪
高
判
昭
和
四
七
年
一
月
三
一
日
（
金
融
法
務
事
情
六
四
七
号
三
八
頁
）
は
、
夫
が
妻
の
承
諾
を
得
て
妻
の
名
義
を
自
己
の
名
称
と
し
て
約

束
手
形
を
振
出
し
た
場
合
、
夫
お
よ
び
妻
は
振
出
人
と
し
て
い
わ
ば
合
同
責
任
を
負
い
、
妻
に
対
す
る
手
形
金
請
求
の
勝
訴
判
決
確
定
後
の
夫
に
対

す
る
手
形
金
請
求
も
禁
反
言
の
原
則
に
反
し
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
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